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「ピーターラビット」の魅力

　昨年末に刊行された『イギリス
の絵本　下』には、アーディゾー
ニ、バーニンガム、ブレイク、そ
してポターが登場する。吉田さん
独特の親しみやすい文体で、絵本
作家それぞれの人となりや作品の
魅力が語られ、楽しい講座を聞い
ているかのように読み進められる。
　上下巻を通して、ビアトリクス・
ポターについてのページが大部を
占めており、吉田さんはポターに
ついてこう語る。
「アメリカの絵本作家センダック
が、絵本のことを “ 言葉が語って
いない時は絵が物語り、絵が語っ
ていない時は言葉が語る ” と言い
ましたが、それをまさに実践した
のがコルデコットで、それをさら
に広げたのがポターなんです」。

　そして、『ベンジャ
ミン　バニーのおはな
し』を例に挙げ、ベン
ジャミンのお父さんが
ベンジャミンのおしり
をぶったと文にあるが、
絵のベンジャミンはす
でにおしりをさすって
いて、ぶたれているの
はピーター、というよ

うに絵と文が交互に出ている様子
を楽しく語ってくださった。
「絵と文が連動していて、文の組
み方、句読点、ページのめくりも、
まるで楽譜のようなんです。次に
何が出てくるんだろうと、読んで
もらっている人にサスペンスを与
えているんです」。
　吉田さんがポターの作品の研究

をするようになったきっかけをお
尋ねすると、話は1960年代の終わ
り、学園紛争の時代に遡った。

英米児童文学を大学で教える

　当時、吉田さんは立教大学で英
米文学を教えていたが、学園紛争
で授業ができない時期があり、よ
うやく収束に向かったころ、新し
いカリキュラムの導入の必要があ
った。「英米児童文学はどうか」
と提案したら、結局吉田さん自身
で授業をやることになってしまっ
たという。
　しかし、当時日本にはまだ良質
な翻訳児童文学が少なく、付け焼
刃的な授業しかできず、「海外に
勉強に行かなくては」と思った。
　石井桃子さんとの出会いがあり、

絵本作家や作品世界の魅力伝える
子どもと絵本の幸せな出会いを
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そしてカナダではライブラリアン
のリリアン・スミスさんと会い、
その後幸運なめぐりあわせで、イ
ギリスのポター研究の第一人者、
レズリー・リンダーさん、英米文
学研究者ブライアン・オルダーソ
ンさんという、いきなりトップの
研究者たちと出会うことができた。
「本当にラッキーな出会いでした。
なにしろ、授業をやらなくてはな
らないので、私も死にものぐるい
で勉強しました」。

子どもに絵本を手渡す原点

　実はさらにその前に、＂子ども
の本＂に目を向けるようになった
出来事があった。
「最初の息子が３歳のとき、たま
たま私の姉が与えた絵本『てぶく
ろ』に夢中になる姿を見て、衝撃
を受けました。いったい何が子ど
もをひきつけているのか、その謎
を知りたいと思ったんです」。
　また、姉はあてずっぽうに絵本
を買ったのではなく、書店の専門
の人に「子どもが喜ぶ本はどれで
すか」と相談してすすめてもらっ
たという。

「それがとてもよかったと思うん
です。子どもの本は、長年、子ど
もに読み聞かせをしたりして反応
を直に見ている方の意見を聞くこ
とは、とても大切だと思います。
どういう本に子どもは関心を示す
のか、その原点を押さえて、与え
るべきだと思うんです。小さな私
の体験ではありますが、とても幸
せなプロセスを経て、息子に絵本
が手渡されたんですね」。

石井桃子さんとの交流

　そのころ日本では、子ども
の本の専門家であるライブラ
リアンがなかなか育たない状
況にあった。そんな中、石井
桃子さんの「かつら文庫」を
母体に作られた東京子ども図
書館で、吉田さんは長年評議
員を務められ、石井さんとも
晩年まで交流があったという。
「石井さんは、子どもと波長
のよく合う方だったと思います。
子どもの本については、とてもし
っかりした考えを持っていらして、
時に厳しいこともぴしっとおっし
ゃいました」。

日本の児童文学の黄金期に

「日本でも1970年代は、子どもの
本の黄金期でしたね。戦後の復興、
子どもも多くなり、経済も豊かに
なり、子どもの本について真剣に
考える機運が生まれ、作家たちも
精力的に書き始めました。海外の
優れた作品も、次つぎ出版されま
した。そんな時代に遭遇できたの
も、こういう研究をしていくうえ
で、ラッキーだったと思います」。

　お話の中で、たびたびラッキー
という言葉が使われていたが、児
童文学を通しての国内外さまざま
な人との出会い、作品との出会い
は決して偶然ではなく、吉田さん
の探求心と行動力、お人柄が織り
なした必然的な出来事だったよう
に感じられたひとときであった。
「連続講座＜絵本の愉しみ＞」第
４巻『日本の絵本』も、心待ちに
したい。

≪吉田新一さんプロフィール≫
1931年、東京都に生まれる。立教大学教授、日本女子大学教授、日本イ
ギリス児童文学会会長、絵本学会初代会長などを経て、現在立教大学名誉
教授、軽井沢絵本の森美術館名誉顧問。『イギリス児童文学論』（中教出版）
など英米児童文学、絵本の研究書や翻訳書多数。
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